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 📚読書週間（１０月２７日～１１月９日）報告 📚  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

『読書週間』は、終戦まもない１９４７年（昭和 22年）に「読

書の力によって、平和な文化国家を作ろう」という決意のもと、出

版社・取次会社・書店と公共図書館、そして新聞・放送のマスコミ

機関も加わって開催されました。 

 今年で第７０回を迎え、日本の国民行事として定着しています。 

 図書館では、この『読書週間』イベントを近年人気のハロウィン

とからめて行いました。 

図書館内をハロウィン仕様に図書委員と有志の生徒で飾り

つけました。 

カウンターでは２A 菊田麻佑子さんの力作イラストやジャ

ック・オ・ランタンがお出迎え。 

入り口や窓にも飾りつけし、図書館の外からもハロウィン

ムードを感じてもらいました。 

 

期間中に、本を貸出すると特製しおりをプレゼントしました。 

しおりのイラストは図書委員長の３B 大竹のりかさん、有志の２A紺

野早那さんが描いてくれました。全部で 8種類です。 

すべて集めてくれたひともいます。たくさん読んでくれてありがとう

ございました！ 



🌼図書館なぜなに？🌼 
～皆さんによく聞かれるギモンに答えます～ 

 

                 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館の本に貼ってある、この数字なに？ 

日本十進分類法の数字は図書館の本の背中に貼ってある

ラベルに書かれています。 

このラベルは、本の所在を表わし「請求記号ラベル」

（図２）などと呼ばれています。 

最上段は日本十進分類法。 

真ん中は著者の頭文字のイニシャル（著者記号）。 

最下段は巻数や刊行年を記入しますが、空欄のこともあ

ります。 

図１ 

日本図書館協会

編 

図書館では、すべての本を内容や種類によっ

て分類しています。日本で一番使われている分

類方法が、日本十進分類法（図１）です。 

0から 9までの 10のテーマに分けて、そ

の一つ一つをさらに 10に分けていく、という

ことを繰り返していきます。川俣高校では 3

ケタの表記を採用しています。 

 

９１３ 

A 

図２ 

日本十進分類法 

著者記号 

巻数、刊行年など 

空欄のことも多い 

９１３は、９（文学）１（日本）３（小説）で日

本の小説を表しています。 

「キュウ イチ サン」と読みます。 

図３は有川浩（ARIKAWA HIRO）さんの小説

なので「９１３／A」と表記されます。 

図３ 

この数字は本のアドレス（住所）です！ 

専門用語で日本
に ほ ん

十進
じゅっしん

分類法
ぶんるいほう

といいます。 



 

 

 

          

９月～１１月までに購入した本を紹介します。 

 

 

書名 著者名 出版社 請求記号 

民報年鑑 ２０１６  福島民報社 ０５９Ｍ 

あんずの木の下で 小手鞠るい 原書房 ２１０Ｋ 

調べる戦争遺跡の事典 

続 調べる戦争遺跡の事典 

 柏書房 ２１０Ｓ 

写真アルバム 伊達の昭和  いき出版 ２１２Ｄ 

散るぞ悲しき 梯久美子 講談社 ２８９Ｋ 

統計でみる日本 ２０１６  日本統計協会 ３５１Ｔ 

ふくしのしごとがわかる本 改訂第６版  東京都社会福祉

協議会 

３６９Ｆ 

３．１１を心に刻むブックガイド 草谷桂子 子どもの未来社 ３６９Ｋ 

やさしく言いかえよう介護のことば  三省堂 ３６９Ｙ 

最後の秘境 東京藝大 二宮敦人 新潮社 ３７７Ｎ 

図説 鉱物の博物学 松原聰 秀和システム ４９５Ｚ 

ちはやふる ２６～３３ 末次由紀 講談社 ７２６Ｓ 

夏目漱石、読んじゃえば 奥泉光 河出書房新社 ９１０Ｎ 

何者 朝井リョウ 新潮社 ９１３Ａ 

何様 朝井リョウ 新潮社 ９１３A 

カブキブ！１～４ 榎田ユウリ ＫＡＤＯＫＡＷＡ ９１３Ｅ 

＜ハルチカシリーズ＞ 

初恋ソムリエ・空想オルガン 

千年ジュリエット 

初野晴 ＫＡＤＯＫＡＷＡ ９１３Ｈ 

凶器は壊れた黒の叫び 河野裕 新潮社 ９１３K 

校閲ガール 宮木あや子 ＫＡＤＯＫＡＷＡ ９１３Ｍ 

校閲ガール ア・ラ・モード 宮木あや子 ＫＡＤＯＫＡＷＡ ９１３Ｍ 

ケーキ王子の名推理 七月隆文 新潮社 ９１３Ｎ 

掟上今日子の婚姻届 西尾維新 講談社 ９１３Ｎ 

小説 君の名は。 新海誠 ＫＡＤＯＫＡＷＡ ９１３Ｓ 

街道をゆく 白河・会津のみち、赤坂散歩 司馬遼太郎 朝日新聞出版社 ９１５Ｓ 

ハリー・ポッターと呪いの子 Ｊ．Ｋ．ローリング 静山社 ９３２Ｒ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

『あんずの木の下で』 小手鞠るい／著 原書房（２１０K） 

 

昭和 7年、日本で初めて設立された手足の不自由な子どもたちのための「光

明学校」。(現在の東京都立光明特別支援学校)戦力にならないから、障害があ

るから―理不尽な理由で学童疎開の「対象外」にされた生徒たちを自力で避難

させた校長先生がいました。そして、彼らを温かく迎え入れた村人たち。読み

やすい文章で子どもから大人まで幅広い世代に贈る「命のメッセージ」。 

『最後の秘境 東京藝大』 二宮敦人／著 新潮社（３７７N） 

  

入試倍率は東大の 3倍!  

卒業後は行方不明多数!! 

 

才能勝負の難関入試を突破した天才たちは、やはり只者ではありませんでした。 

口笛で合格した世界チャンプがいると思えば、お隣の上野動物園からペンギンを釣

り上げたという猛者の伝説は真実なのか。 

「芸術家の卵」たちの楽園に潜入、全学科を完全踏破した前人未到の探訪記。 

 

『カブキブ！１～４（以下続刊）』 

榎田ユウリ／著 KADOKAWA（９１３E）  

 

歌舞伎大好きな高校生、来栖
く る す

黒悟
く ろ ご

の夢は、部活で歌舞伎をすること。けれどそんな

部は存在しない。そのため、先生に頼んで歌舞伎部をつくることに! まずはメンバー

集めに奔走するが……。青春歌舞伎物語。 

おすすめ新刊紹介 

『ハリー・ポッターと呪いの子』 

J.K.ローリング／著 静山社（９３２R） 

 

8番目の物語。19年後。『ハリー・ポッターと死の秘宝』での戦いから 19年が

経ち、父親となったハリーが 2人目の子どもをホグワーツ魔法学校へと送り出したそ

の後の物語です。主人公はハリーの息子 アルバス。演劇の脚本として書かれたもの

なので小説ではありません。でも、正当なハリー・ポッターシリーズの続編なので気

になる人はぜひ読んでみてください。 


